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1．はじめに
　2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大地震は，巨
大津波を励起して，千葉県から青森県に至る 6 県
の沿岸域に甚大な被害をもたらした。津波の浸水
地域 561 km2 にも及び，建物全壊地域は 99 km2
と壊滅的な打撃を受けた。関東大震災の焼失面積
が 35 km2，阪神淡路大震災の土地区画整理面積





いられている人は 4 万 6 千人である（平成 26 年




















成 26 年 9 月）で，計 835 名である。町の人口の
約 5％にあたる方が亡くなってしまうという甚大
な被害を受けている。震災前の南三陸町の人口
（23 年 2 月）は 17,666 人である。平成 26 年 9 月
時点の人口は 14,276 人で，震災前と比べて 3,300
人（約 20％）減少し，年々減少傾向になっている。
　仮設住宅団地は 48 の地域に 58 か所あり，小規
模の仮設団地で 10 戸，大規模の仮設団地では
250 戸で計 2,195 戸が建設されている（表 1）。南























































写真 2　破壊された防災庁舎 写真 3　殆ど破壊された南三陸町
南三陸町への支援活動に関する考察
3
的な場所として A 地区を選び，A 地区で起こっ
た分断と格差について考察を加え検討することを
目的とする。




は人口 233 人，74 世帯に減少している。A 地区
にある仮設住宅には 19 世帯が入所している。
　2011 年から 2014 年の間の主な活動の経過と内
容を表 2 に示す。
表 2　支援活動の回数と内容

















































































17 ・訪問先…A 地区仮設住宅，お寺　第 4 回交流会
・仮設住宅住民と自宅住民とのコミュニケーションづくりを図るため，これまで
交流会場であった仮設住宅集会所から A 地区のお寺（T 寺）で交流会を開催
































14 ・訪問先…A 地区仮設住宅，お寺，S 小学校　第 7 回交流会
・お寺でハロウィンの衣装を着てビンゴ大会，会員の友人によるミニコンサー















11 訪問先…A 地区仮設住宅前　駐車場　第 9 回交流会
・A 地区仮設住宅での交流会（バーベキューパーティ）
　参加者は仮設住宅住民でだけではなく，周辺の自宅住民も参加し，手伝いや協
力もあり大変盛り上がり和やかに終了した（写真 6）。参加者は大人 30 名，子ど
















































































12 訪問先…平成アリーナ研修室　第 10 回交流会
・子育てサークル「もこもこ」における育児講座の開催。参加者は 5 名。
・A 地区の仮設住宅の住民と自宅住民との交流会実施。参加者　は大人 25 名，























































日働けば 1 万 2 千円のお金がでる。夫婦で働






































































































　80 世帯約 300 人が暮らしていたこの集落を
東日本大震災で高さ約 20 m の津波が襲った。










































































書記の I さんとなった。I さんには我々との連
絡の窓口も担ってもらうことにした。



























































































































































動は 3 回目の訪問時に 4 か所の仮設住宅を対象に
支援活動を行った。大きな仮設住宅の団地，中規
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小山望　論点　溝埋める交流の場を提供　読売新聞　
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